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1. 研究背景と目的 
文部科学省は2021年に「令和の日本型学校教育」を掲げ、

我が国の教育の今後のあり方を示した。「令和の日本型学校

教育」の姿として「個別最適な学び」が一つに挙げられてい

る。指導方法や指導体制の工夫改善により、「個に応じた指

導」の充実を図るとともに、I C T を活用しながら子どもが

学習状況を調整し、主体的に学習を進め一人一人の学びを

実現していくというものである。 

一方で、教育の場となる学校の教室は一斉授業を前提と

した空間が一般的であり、1970 年代にオープンプラン型ス

クールの登場などが見られたものの大きな変化は見られな

い。しかし、教育のあり方が変わることで、教室のあり方も

変化していくと考えられる。 

そこで、本研究では、「個別最適な学び」が実現されてい

る一斉授業を前提としない教室の観察調査を通じて、今後

の学校建築における教室のあり方を検討することを目的と

する。 

2. 研究対象と研究方法 
義務教育における I C T環境の普及はここ数年で劇的に進

んだものの、その活用法は現時点では手探りの状況であり

教室空間に影響を及ぼす事例は少ない。しかし、不登校支援

のための教室（学校内オルタナティブ教育）においては、「個

別最適な学び」のために教室空間を工夫し I C T を活用して

一人一人の学びを実現している事例が見られた。本研究で

は、この学校内オルタナティブ教育の教室の生徒や教員の

観察調査を行い、「個別最適な学び」を実現するために必要

な空間的な要素と課題を明らかにする。 
3.「個別最適な学び」と学校建築 
「令和の日本型学校教育」における「個別最適な学び」と

は、一人一人に適した個別の指導のみならず、子どもが自ら

の学習の状況を把握し、主体的に学習を調整することが必

要であるとされている。明治時代には「質朴堅牢」な北廊下

型で約 60 ㎡の教室という基本スタイルが確立され、今日ま

で一般化しているが、これは同年齢のクラス集団に同一の

教材で同一の内容を教える一斉授業を行うのに適した教室

空間である。一方で「個別最適な学び」は、子どもが自ら学

習を調整することが求められているため、同一教材・同一内

容を教え込むこと一斉授業を前提とした現在の教室空間で

は必ずしも対応できない可能性がある。 
しかし、イギリスのブラウデン・レポートの事例からは家

具配置や既存の空間をただ個別化したとしても秩序と管理

の問題が生じることが指摘されている。また、先行研究では

日本のオープンプラン型スクールのように空間を広くフレ

キシブルにするだけでは、教室の拡張には効果的であるが

個別教育としては使われづらく新たなオープンスペースの

解釈が必要であることが指摘されている。スウェーデンに

おいては様々な小空間のまとまりから構成されるワークユ

ニット型教室が個別学習を促す環境である事例も見られた。 
「個別最適な学び」を促進していく上で重要となる要素

の一つは、I C T 活用である。これまで管理の面で困難であ

った個別化が ICT の活用次第で大きく進歩する。「個別最適

な学び」の環境を考える上で、教育現場における ICT 環境

の実態を把握する必要がある。 
4. I C T 活用と学校建築 

2019 年に開始された G I G A スクール構想（注1）は新型コ

ロナウイルス感染症の影響から前倒しに導入され、全国の

児童・生徒 1 人に 1 台のコンピューターの環境が急速に普

及した。（図 1） 
しかし、実際の教育現

場では通信環境の問題・

I C T 機器の持ち帰りの

問題・S N S とインター

ネットをめぐるトラブ

ルなど課題が山積みし、

具体的な導入方法につ

いて手探りの段階にあ

る。加えて、今後増えるこ

とが指摘される対話型の

学びに対応しうる小グループの形成手法や学びに適した空

間構築手法が必要とされている。 
5. 不登校支援のための教室の観察調査 
普通教室では前述したように I C T活用は模索の段階であ

るが、不登校支援のための教室では I C T を活用した「個別

最適な学び」を実現している学校が既に見られる。そこで本

研究では I C T 活用の先行例として横浜市立鴨居中学校の

「和ルーム」と世田谷区立桜丘中学校の「ほっとルーム」「ヘ

ルプデスク」を対象に生徒と教員の主に学習の様子を観察・

記録した。 
5-1. 鴨居中学校「和ルーム」 
様々な事情から教室に登校することが難しい生徒たちに個

別最適な学びを提供するために設けられた学校内特別支援

教室である。普通教室の半分の大きさ（約 30 ㎡）で、生徒

図1 教育用コンピュータ1台 

あたりの児童生徒数（注2） 

図2 「和ルーム」の個別ブースと中央テーブル 



の収容は 10 人が限界である。教室は個別ブース、中央テー

ブル、活動スペースの 3 つの空間で構成される。（図 2）個

人ブースは個の学習に集中できる場、中央テーブルは生徒

と教員、生徒間のコミュニケーションの場、活動スペースは

全体活動の場とそれぞれ重要な役割を担っている。絶対的

なスペース不足とグループ活動を行う十分な広さがないこ

とが課題となっている。 
生徒の活動は、個別で学習する、マンツーマンで指導して

もらう、複数人で活動する、その他（睡眠・おしゃべり）に

分類される。生徒は活動の場を自ら選ぶことができ、自分の

お気に入りの場所でオンライン教材を併用しながらそれぞ

れの場所で自分の学習を進めている様子が観察された。（図

3・図 4）教員（注 3）の活動は見守る、話しかける、教科を教

えるに分類されるが、活動時間の 47％は見守るであり基本

的に生徒が主体的に学習を進める。見守る位置は、中央テー

ブルの入り口側の椅子からであり、直接指導はされなくて

も「一望監視装置」の役割を果たしているため教室内の秩序

が保たれている。 

5-2. 桜丘中学校「ほっとルーム」「ヘルプデスク」 
東京都世田谷区の桜丘中学校は校則をなくし生徒一人一

人を尊重する先進的な方針をとっている。「ほっとルーム」

は「和ルーム」と同様に不登校傾向の生徒のための教室であ

る。しかし、「和ルーム」とは異なり、リラックスすること

を主目的に置かれていたため、生徒のほとんどは学習する

姿は見られなかった。学習目的の生徒は「ヘルプデスク」で

学習する姿が見られた。「ヘルプデスク」は職員室前に置か

れたデスクであり、自習をするためや教室へ通えない生徒

がオンラインで授業を受け

るために設けられた。（図 5） 

職員室の前に設置されて

いるので、行き交う教員が生

徒とコミュニケーションを

とる姿が多く観察された。 
I C T を活用した教室を超え

た「個別最適な学び」の事例

として大いに参考になる。 
6. まとめ 
不登校支援の教室という限定的な事例ではあったが、「個

別最適な学び」を実現している学習環境においては、従来の

正面着座式ではない学びの場が見られた。空間的な要素と

しては、個別ブースのような個で集中できる空間を用意す

ることが個別学習を促すことが明らかになった。一方、個別

ブースの用意だけでなくコミュニケーションの場を設ける

ことで孤立した学びにならない効果も示唆された。こうし

た両面の要求に対応しうる空間をどのように用意していく

かが今後の課題である。そして、教室の管理と秩序を保つ工

夫を施すことも「個別最適な学び」の実現のために必要な要

素である。また、不登校支援のための教室を用意することも

急務である。 
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注 
1. 全国の児童・生徒 1 人に 1 台のコンピューターと高速ネットワーク

を整備する文部科学省の取り組み 
2.“令和 2 年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果

(概要) (令和 3 年 3 月 1 日現在)〔速報値〕” 文部科学省 2021 年 8 月

より引用 
3.「和ルーム」に関わる教員は、生徒指導専任教員、不登校児童支援

員、時限ごとの担当教員、各生徒の担任、学生ボランティアも含ま

れる。 
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図3「和ルーム」の行動マッピング 

図4 「和ルーム」の生徒の行動 

図5ヘルプデスク 

図4 「和ルーム」内での生徒の活動内容と活動場所の動き 
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